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周産期対策レポート編
ワンポイントレッスン

「周産期対策レポート」で4つの項目をチェック！　

　周産期は体調不良などのトラブルが発生しやすく管理が難しい時期ですが、それらの情報をモニタリングで
きるレポートをDLから取得できるのをご存じでしょうか？
　今回ご紹介する「周産期対策レポート」は分娩前後に特化した情報をまとめたもので、月１回検定終了後に
データが更新されます。
　レポートの1ページ目には牛群の情報、2ページ目以降には個体の情報が掲載され、

「全体の傾向」から「要注意牛の絞り込み」までをこのレポートで網羅できます。

　「周産期対策レポート（牛群）」は大きく4つの項目に分かれています。
　「①①分娩実績サマリー」は分娩時から初回検定までの状況を、「②②周産期 乳房管理グラフ」は分娩前後の乳房
の健康状態を、直近6ヵ月のデータからモニタリングすることができます。
　また、「③③分娩月別BHB（ケトン体）分布グラフ」は過去からの潜在性ケトーシスの発生状況、「④④分娩予定牛 
周産期リスク予測」では今後の分娩予定頭数と周産期のリスク予測を確認できますので、あわせてご活用くだ
さい。
　それでは、次のページから ①①・②②のブロックをもう少し詳しく確認していきましょう。

牛群検定 WebシステムWebシステムDLDL乳検情報
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●①「分娩実績サマリー」で分娩前後の全体像をチェック！　

　直近６ヵ月の分娩記録を産次別に集計したブロックです。ここでは分娩前後の状況について、農場で起こっ
ている全体像を把握することができます。「分娩頭数」を起点に右方向へ集計値を確認していき、分娩前後の
管理方法の課題を見つけましょう。

●Ⓐ 分娩状況・分娩間隔

　難産・死産の発生は、その後の母牛の除籍リスクを高め、分娩間隔の長期化は、過肥の原因
にもなり、分娩時のリスクを高めます。
　該当牛の発生状況から、分娩がうまくいっているかを確認しましょう。

●Ⓑ 分娩後死廃頭数

　分娩後60日以内の死廃頭数を産次別に確認できます。また、30日以内の死廃頭数には初回検定を受ける前
に除籍された牛も含まれます。
　特に初産・２産の除籍頭数が多い場合は、育成費用を回収する前に牛を損失していることを意味しますので、
頻繁に発生している場合には根本的な飼養管理の見直しが必要です。

●Ⓒ 低乳量・リニアスコア≧5・高BHB（潜在性ケトーシス）

　初回検定時に乳量が極端に低い場合は、疾病などによる乾物摂取量の不足が疑われ、体細胞数が高い（乳房
炎に罹患している）場合には免疫の低下や低カルシウム血症も疑われます。
　高BHB（潜在性ケトーシス）の欄では、発生状況を全道の割合と比較してみましょう。
　一般的に産次数の増加に伴って高BHB牛の発生頻度は高くなります。もし、若い産次に該当牛が多く発生し
ている場合、その産次の分娩前の管理状況を点検してみましょう。

BHB（ケトン体）情報
BHBの値が0.13mmol/ℓ以上の個体は、潜在性ケトーシスが疑われます。
潜在性ケトーシスは、分娩前後の採食量低下に伴う体脂肪動員が主な原因です。
泌乳最盛期のエネルギー不足、分娩前から継続した体調不良の２種類に大別されます。

ちょっと
おさらい
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●②「乳房管理グラフ」で分娩前後の乳房の健康度をチェック！　

　乾乳直後と分娩前後は、免疫の低下などの要因から乳房炎の罹患リスクが高まります。　乾乳直後と分娩前後は、免疫の低下などの要因から乳房炎の罹患リスクが高まります。
　このグラフは、分娩前後の個体データ（過去６ヵ月間）を4つのグループに分けて、分布が集中するグルー　このグラフは、分娩前後の個体データ（過去６ヵ月間）を4つのグループに分けて、分布が集中するグルー
プから「乳房炎対策のポイント」を把握していただくものです。プから「乳房炎対策のポイント」を把握していただくものです。
　各グループに属する牛の特徴をご紹介しますので、全道の分布割合を参考に自農場の情報をチェックしてみ　各グループに属する牛の特徴をご紹介しますので、全道の分布割合を参考に自農場の情報をチェックしてみ
ましょう。ましょう。

個体情報リストで、分娩時リスクの高い牛を徹底マーク！　

　ここまで、牛群情報のチェックポイントをご紹介してきました。
　周産期における「目に見えないロス」を未然に防ぐためには、乾乳期
を中心に牛をしっかり観察し、問題牛が発生しない状況を作り出すこと
が重要になります。
　そこで役に立つのが、レポートの2ページ目以降に掲載された個体リストです。
　下の「分娩予定90日以内個体リスト」では、分娩予定日までの日数とあわせて、分娩間隔や乾乳日数が
長期化した牛、高産次牛など、分娩時のリスクが高い牛を事前にマークできます。
　現場で牛を観察する際の野帳として、この個体リストもご利用ください。
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１．前号の概要
　前号では　“近年の衛生的乳質成績、特に生菌数成績低下の要因の一つに搾乳ロボットの普及が関係している

（図１）”　ということを示し、成績が安定している農場での搾乳後の濾過布（フィルターソックス等）と安定
していない農場での濾過布を比較し、その違いを解説しました。

「近年のバルク乳生菌数成績の低下を探る　続編」

成績向上のカギは“乳頭・乳頭口”の“乳頭清拭”にあり！

！
？

！

　きれいに拭かれた乳頭、乳頭口からの生乳は、生菌数そのものと感染リスクが軽減したことにより、結果的
に体細胞数も非常に安定します。その違いを図2と図3に示しましたので、見てみましよう。
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２．生菌数は、自農場の成績ベース値（いつもの成績）を把握しましょう！・・図４～6
　※あなたの農場の生菌数は通常何千CFU/ｍｌですか？

　一定期間の成績をグラフに落として度数分布を確認することで農場の成績ベース値がわかります。そこ
から問題点や改善箇所も見えてきます。
　直近の成績よりも、一定期間で成績を眺めてみることをお薦めします。

図４　パイプライン　Ａ農場の生菌数成績例
　Ａ農場の基本生菌数は、最も多い度数分布値から、0.2～0.3万/mlとみなします。

図５　ミルキングパーラー　Ｂ農場の生菌数成績例
　Ｂ農場の基本生菌数は、0.4～1.4万/mlで94％を占めることから、約0.6万/mlとみなします。

？
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図６　搾乳ロボット　C農場の生菌数成績例
　Ｃ農場の基本生菌数は、0.2～0.6万/mlが70％を占めることから間を取って約0.4万/mlとみなします。

以上を参考に、皆さん自身の農場に置きかえてみましょう。
A・B農場において対応すべき優先事項を順に示します。
１）グラフが、大きく飛び出た場合は、連鎖球菌や大腸菌が混入した可能性が大きいです。
２）搾乳ロボットも含め、交換時の濾過布汚れの評価は、Ｂ・Ｃ以下と想定します。
　　・敷料の吸い込み以上に残り汚れがありませんか？
３）現状の乳頭清拭後に、１枚タオルを追加して乳頭口を拭いてみてください。
　　・どれだけ残り汚れがあるのかを確認しましょう。

３）-2　これらを実施する際は、集荷後の初回搾乳時に行ってください。
３）-3　この搾乳終了後に、これまでの濾過布汚れと今回の汚れを比較してください。
３）-4　併せて、この搾乳時のバルク乳を採取し、細菌数検査を依頼して値をみてください。

４）現状の濾過布汚れがＢ～ＣだったものがＡ～Ｂ寄りに改善されたものの、成績が変らない場合は、二次汚
染や機器の管理不良を疑います。洗浄不良は生菌数が上がったまま下がらない場合に疑います！

最も重要なのは、搾乳後の濾過布が、使用前と同等に”きれい”であることです！

３．搾乳ロボットでは、入場時の乳房や乳頭の汚れの程度で成績が決まります！

※搾乳ロボットでは牛体が汚れない、あるいは汚れにくいストール構造並びに日常管理の徹底と実践が強く求
められます。写真のように個体が汚れ易い農場への助言として以下
に優先事項を示します。
１）濾過布の（フィルターソックス）交換の枚数を倍にします。
　　※入場が混み合う時間帯を考慮して交換頻度を増やします。
２）特に汚す個体は、入場時間帯を制限し、手拭きで清拭を補います。
３）牛床に糞尿を抱えてしまう箇所や構造の改善については右図（フ

リーストールの標準寸法）も参考に専門家に診断を求めましょう。
４）敷料、尾房管理、乳頭周辺の毛焼、除糞回数など他農場の事例

も参考にして現状改善に努めるようご検討ください。

搾乳ロボット農場で確認された交換フィルターソックス例
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４．４．効果的効果的な乳頭清拭の方法と重要な動作とは（捻り法と挟み法）な乳頭清拭の方法と重要な動作とは（捻り法と挟み法）
　乳頭は上下に拭くのではなく、　乳頭は上下に拭くのではなく、ひひ

● ● ●● ● ●

ねりねりながら（ながら（ねね
● ● ●● ● ●

じるじるように）、乳頭口は触る程度ではなく、正確に丁寧にように）、乳頭口は触る程度ではなく、正確に丁寧に
ここ

● ● ●● ● ●

するするよように拭き込んでください。・・図7（北海道ディーリーマネージメントサービス社　乳頭清拭を科学するから）

　パイプラインミルカー・ミルキングパーラーの手拭きによる搾乳では上記の手法になるよう意識を向けてみ
ましょう。良否の判定は、搾乳後の濾過布汚れでおこないます、判定はＡを目指します。判定がＢでは体細胞
数（乳房炎）も不安定になります。それは乳頭口の汚れが落ちていないことによる搾乳中の感染によるものです。
生菌数0.1万/mlの成績を継続することは、乳房炎の減少にも繋がります。

※濾過布汚れ評価Ｂとは、Ｃほど汚れてはいませんが、Ａほどきれいではない状態です。汚れの存
在が確認できればそれはＢ以下です！

５．簡易同定結果の活用と注意点
　定期検査で基準（≧1.5万CFU/ml）を超えた場合におこなう簡易同定検査は、細菌数上昇原因の予測に有
効です。右の表は簡易同定検査結果の報告例です。
　生菌数の定期検査において上記の基準を超えたバルク乳に簡易同定検査がおこなわれます。培養総菌数に対
し乳房炎に係る代表３菌種をカウントし、
残りがその他環境由来の菌となります（一
般的には汚れ）。結果として一番ウェイト
を占めた菌が上昇の原因になります。
　乳房炎菌では、ＯＳ（連鎖球菌）また
はＣＯ（大腸菌）が代表菌です。乳房炎
由来では、個体を追及することになりま
すが、環境由来では、二次汚染や機器の
管理、洗浄不良、或いはバルククーラー
の冷却不良などを疑う必要があります。
　
簡易同定検査結果の注意点として

１．大腸菌が主因となった場合には、乳房炎そのものによる上昇と糞便の吸い込みによる上昇がありますの
で、両方の確認をおこなってください。

図7

タオル１
乳頭を“ねじる”ように拭く。
上下拭きではない！

タオル１＋タオル２

スコア-A
タオル２
乳頭を片手で“挟む”又は両手で“つ
かみ”ながら“強くこする”ように
拭く。触る程度ではだめ！

＋ ＝
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確認１）　検査結果前に大腸菌性乳房炎牛の有無
確認２）　検査結果前に搾乳後の濾過布汚れがいつもより多かった、酷かったなど

２．簡易同定結果で、主因がその他環境由来菌となった場合、内訳としてＯＳ（連鎖球菌）が４桁から５桁
でカウントされていれば、ＯＳの個体由来も同様に疑ってください。目視によるカウントでは、菌量が
多くて読み取れないケースがあるためです。
※当会にシャーレの状況を問い合わせることも有効です。

６．生菌数上昇時の対応手順「搾乳機器別」（参考）

    

☆☆☆

☆☆

☆☆☆

☆

☆☆ 搾乳ロボットはフィル
ターソックスを装着
したまま洗浄が行わ
れるのが通常です。
このため○箇所は白
キャップの締め付け
により洗浄液が十分
に浸らないことで汚
れが乳石化し、付着
から蓄積に変わり耐
熱菌を上げている事
例が散見されるので
注意して下さい！
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総務部
TEL 011-271-4384

当機関誌に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。

2022後検（前期）に係る調整交配へのご協力について

後代検定種雄牛精液の調整交配・優先配布などのお問い合わせは地元の乳検組合まで!!

　2022後検（前期）の調整交配が昨年11月から始まっています。迅速かつ正確な種雄牛評価のために、
期間内（2023年2月まで）での授精をお願いします。また、期日が迫っていますので、配布された調
整交配精液の完全消化へのご協力もお願いします。

パソコン版 ：各種グラフ・詳細なデータを確認できます。 
https://nyuken.hmrt.or. jp/dl  （北酪検HPからもアクセス可）

モバイル版 ：牛舎などで牛のデータを確認するのに便利！
https://nyuken.hmrt.or. jp/dlmoba（右のQRコードから簡単アクセス）

牛群検定WebシステムDLご利用方法

●2023年 ２ 月28日　　2022年度検定員中央研修会（札幌市）当面の主な
行事予定

７．７．生菌数生菌数がこんな上昇をした場合の注意点とは？がこんな上昇をした場合の注意点とは？

１）2021年６月以前は、ほぼ0.1万/mlがベース値であったものが2021年11月以降は0.4万/ml以上に上昇し、
元のベース値に戻らない状態にあります。

２）上がった生菌数が戻らなくなると次の問題の始まりです。現段階では、二次汚染や機器の管理不良の疑い
が濃厚です。さらに上昇して戻らない場合は、洗浄不良を疑う段階です！

今回のまとめ
　以上、前号での生菌数対策の続編として記載しましたが、乳房炎も含め双方に共通することは、乳頭清拭の
善し悪しが乳質を向上させる上で極めて重要であるということです。
　搾乳ロボットでは、フィルターソックスの汚れをスコアＡにする事は大変な労力と管理を伴いますが、優良
農場の様々な事例も取り入れながら、現在のスコアをひとつ上位のスコアにすることを目標に、皆さんの創意
工夫と日々の努力で更なる成績の向上を目指しましょう!!


